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あなたの声をとどけます
ひにちは乃l市委員長

フ ロ フ ィ
ー

lり o1950年 宮城県蔵王町生まれ●自城県立白石女

子高を経て茨城大学工業短期大学部卒0国 立茨城高専勤務0は なのわ

保育園父母の会会長、高野小学校PTA副 会長、しヽばらきコープ理事、ひ

たちなか母親連絡会事務局長、しHざらき保健福祉友の会事務局長など

歴任【資格】保育士、幼稚園教諭二種、ホームヘルパー2級【趣味】山登り、
卓球、押し花、読書【家族】夫、娘2人【住所】ひたちなか市高野536-5

税金の便い方をかえれば

実現できます
●Jl学校卒業きでの医療費無料化と、保育

行政 。学菫保育を充実させて、子育て支

援を推進

●教育環境の整備、」1中学校舎の耐震化工

事 ・孝朽枝舎の改築

●生活道路の整備と通学路の安全確保

●4果育所・学校給自・公民館などの、公共リー

ビスの民営化と公共料金の値上|ザ中止

●市民税の大n冨ヨ|き上|ザをストリプ

●□保税・介護4呆険料のヨ|き下|ザ

●高齢書・障喜者が安出して喜らせるように、

介護・随設利用はどの支援常」度の拡充

●パートや不安定雇用の改喜と対策

●利用しやヨいコ三ュニティーバスに。また

デマンド至通システム(電話予約型乗り含

い09ヨ ー)の調査検討

●常陸那珂港のこれ以上の建設をやめさせ、

税金のなg使 いをストリプ

日本共産党

ひにちは力ヽ市委員長

山形ゆ〕子

ごあいさつ

「働しヽても働しヽても生活が苦ししヽ」

「税金が高くて不安に8る 」としヽう

人が増えてしヽき5。 としヽゆ病気、介

護などう近ることがさつか」こ、生

活の不安 さ誰にもあこりうる深亥」8

問題 l~8つてしヽまヨ。

自治体の一番の仕事 さ、市民のく

らし 福 祉を守ることこ138し こヽ
|し

ょうか。税金の使しヽ方をかえ、市民

の〕約8が 安bし てくらせるよう全

力を思くしま0。

ご支援をbr」ろぁ願しヽしヽたしま0。

くわたしの押し花絵額
「アネモネ」

こ希望の方には後援会ニュースなどお属けいたします


